
●心房細動とは？
私たちの心臓は電気信号によって、1分間に50～
100回の規則正しい収縮と拡張をくり返し、血液を全
身に送り出しています。ところが、この電気信号が乱
れると、心房が不規則にふるえてうまく収縮できなくな
ります。これが心房細動で、高齢者に多く見られる不
整脈です。加齢とともに増加し、70歳代の5%、80歳
代の10%程度の割合で起こるといわれています。自
覚症状がなく、健康診断などでたまたま見つかること
もよくあります。
心房細動は加齢のほかに高血圧、拡張型心筋症
や心肥大等の心臓病によって引き起こされることが
あります。飲酒や喫煙、過労、ストレス、暴飲暴食、睡
眠不足など不規則な生活等も原因であるといわれ
ており、30～50歳代の働き盛りの方が経験することも
珍しくありません。
●症状は？
心房細動になったからといって、すぐに命に関わる
ほどの危険性はありませんが、動悸や胸苦しさ、息切
れなど、様々な不快な症状を伴うことが多いため生
活の質が低下します。また脈拍数が極端に速くなっ
たり遅くなったりすることで、失神や心不全をおこすこ
ともあり、時には命に関わる危険な状態となる可能性
があります。また、心臓内によどんだ血液がたまること
により、血栓（血のかたまり）ができやすくなります。こ
れが脳に飛び、脳の血管がつまってしまうと脳梗塞を
引き起こします。長嶋茂雄元巨人軍監督やサッカー
のオシム監督、そして首相在任中に亡くなった小渕
恵三さんなどは心房細動が原因の脳梗塞だったこ
とは御存じでしょう。
●治療方法は？
心房細動の診断のためには、まず心電図検査が
行われます。さらに、24時間分の心電図を記録する
ホルター心電図、心臓の形、大きさ、機能を評価する
ための心臓エコー検査なども行われます。
治療は、年齢や症状、心房細動の種類、心臓病の
有無などを総合的に考慮し決定されます。基本的な
治療には、心房細動自体の治療と脳梗塞の予防の

ための治療があります。
心房細動自体の治療には、薬で心臓を正常なリズ
ムに戻す場合と、脈拍数をコントロールする方法があ
ります。また、カテーテルで不整脈を起こす原因となっ
ている所を焼き切る治療（カテーテルアブレーション
治療）も行われます。
脳梗塞の予防には、血液を固まりにくくする薬を飲
むことになります。これまではワーファリンという薬しか
ありませんでした。ワーファリンは納豆や緑黄色野菜
などビタミンKを多く含む食べ物の影響を受けやす
く、定期的に血液検査をして効果を確認し、投与量
の調整をすることが必要でした。しかし、ここ１～2年、
新規経口抗凝固薬とよばれる薬も出てきました。定
期的な検査の必要がなく、食事制限も必要ありませ
ん。脳梗塞予防効果は比較的きちんとコントロールさ
れたワーファリンと同じか、それより優れています。一
方で大出血や脳出血の危険性はワーファリンよりも
大幅に低いというメリットがあります。ただ、ワーファリ
ンよりかなり高価で、心房細動の原因によっては使え
ません。また、腎障害がある場合には注意が必要で
す。
●最後に…
心房細動は治療法が格段に向上し、確立されつ
つある不整脈です。慢性化すると体が慣れてしま
い、不整脈を感じにくくなるため、ある日突然脳梗塞
を起こしかねません。早期発見し早期治療すること
が大切です。とくに高血圧や糖尿病、心臓病のある
方は心房細動を起こしやすいとされていますので、
定期的に検査を受けましょう。

心房細動　～早期発見・早期治療が鍵！～

和水町立病院　副院長　平島 公平
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江栗城跡　Ⅱ郭縄張り図

調査員の左側、真っ平らな
平場（58-1）と右側に削り落
としの法面（57南端部）が見
えます。城跡地で最高の造
成地です。
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